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■はじめに 
──第二次トランプ政権の現在

　第二次トランプ政権が発足して最初の秋を
迎えようとしている。第一次トランプ政権の
狂騒的とも言える事態を踏まえるなら、この
たびの第二次政権が打ち出してくるだろう方
向はそれなりに予想できたものの、第一次政
権を上回る密度と速度をもって、従来の共和
党の大統領のもとではおよそ考えにくい方針
や大統領令がこれまですでに発表され、実行

に移されてきた。
　トランプ本人の自画自賛を脇に置けば、第
二次トランプ政権の現在の支持率は 9 月上旬
現在で43パーセントであり、直前のバイデン
政権と同様に、歴史的にみて低調である。た
だ、第一次政権との比較で言えば、いまのと
ころ支持率は第一次政権とそこまで大きく変
わりはなく、その意味でトランプ政権として
の支持は堅調であると言えなくもない（注 1 ）。
支持率をめぐって指摘すべきことがあるとす
れば──もちろんいまさら言うまでもないと
はいえ──トランプにたいする支持は共和党
支持者のなかで90パーセントを超える高い水
準を保っている一方で、民主党支持者のなか
での支持率はわずか 1 パーセント程度である
ということである（注 2 ）。すなわちそれは、
アメリカにおける政治的な分断には引き続き
終わりがみえないということを意味してい
る。この事実は今やアメリカの常態となり、
アメリカ国内外でますます多くの人びとが、
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この事態をとくに不思議なことだとは思わな
くなっている。

■ 1 ．第二次トランプ政権と
「トランプ的スタイル」と
の衝突

　ただし、第二次トランプ政権 1 年目の現
在、かつての第一次政権とは異なる傾向が観
察されるのもまた事実である。特筆すべき動
向として指摘できるのは、トランプのコアな
支持者たち同士のあいだで、これまで以上に
各種の課題や争点をめぐって衝突が顕在化し
ているという点である。もちろんこれまで
も、トランプ陣営のなかで意見対立がなかっ
たわけではない。たとえば、2024年の大統領
選挙に際して、トランプの新たな副大統領候
補として、トランプ・ジュニアらはJ・D・
ヴァンスを推した一方で、マルコ・ルビオを
推した人びとも陣営内部にはいた（注 3 ）。と
はいえ、第一次政権発足前後の頃であれば共
和党の界隈では、トランプを熱狂的に支持す
る勢力と、トランプを拒否ないしは批判する
勢力や有力人物たちとのあいだで、対立や衝
突がもっぱら生じていた。しかし今や、共和
党内で表立ってトランプに敵対する者はきわ
めて少数となっている。それにかわって目立
つようになっているのが、MAGA派と呼ば
れる熱狂的な支持層を含め、トランプの支持
勢力の内部での軋轢であり、場合によっては
トランプ自身とトランプ支持者のあいだでさ

え、見解の相違がみられることが起きてい
る。
　軋轢を生み出している争点のなかでも、も
っともセンセーショナルなものになっている
のがエプスタイン事件である。ファイナンス
の分野で頭角をあらわして財を成したジェフ
リー・エプスタインという人物が、セレブと
の華やかな交流の背後で、未成年者を含む女
性たちを顧客に斡旋するという裏のビジネス
に手を染め、それが発覚して性的人身取引の
罪に問われたという事件である。収監された
エプスタインは、2019年に拘留されていた施
設内で自殺を図り死亡した。
　エプスタイン事件に関係して取りざたされ
てきたのは、顧客の名前が記されたリストの
存在の有無である。バイデン政権のあいだ、
あるいは2024年の大統領選挙の渦中、トラン
プ陣営は、政府は「顧客リスト」を意図的に
隠しており、これを公開すべきだと主張して
きた。トランプ自身もまた、積極的にではな
いにしても、フォックスニュースのインタビ
ューのなかで、みずからが大統領に復帰した
あかつきには、リストを公表することをほの
めかす発言をしていたし、エプスタインは自
殺ではなく、殺されたにちがいないという根
拠のない憶測を口にしていた（注 4 ）。
　しかし第二次政権の発足後、パム・ボンデ
ィ司法長官は「顧客リスト」の存在は確認で
きなかったと発表し、この問題について幕引
きをはかろうと試みている。それにたいして
FBIの副長官を務めているダン・ボンジーノ
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が職を辞する意向を示すなど、この問題を
大々的に追及してきたトランプ陣営の中の者
たちのなかには、政権の方針にしたがうこと
を潔しとしない様子が見られる。トランプ自
身がエプスタインの事件に関与していたとい
う証拠はないとはいえ、両者のあいだに交流
があったことは事実であり、2003年にトラン
プがエプスタインに送ったと言われている、
署名入りの誕生日カードの存在が下院の委員
会で明らかにされる事態になっている。
　トランプとダイレクトにやりとりができる
関係を誇り、共和党内でも随一のトランプ支
持者であり続けてきた、ジョージア州選出の
連邦下院議員のマージョリー・テイラー・グ
リーンは、トランプを支持してきたにもかか
わらず、エプスタイン問題の追及をやめない
代表格となっている。2025年 9 月 3 日、エプ
スタインによって性的搾取を受けたことを告
発する女性たちが、連邦議会議事堂前で集会
と記者会見をおこなった際、グリーンもまた
同席し、告発されるべき者たちのリストを自
分が受け取ったなら、それを議場で読み上げ
ると記者会見で語り、リベラル系メディアで
も大きく報道された（注 5 ）。
　こうしたグリーンの行動や発言は、彼女が
突如としてMAGA派であることをやめ、リ
ベラルに転向したことを意味するわけではも
ちろんない。そうではなくグリーンは、選挙
で選ばれた政治家ではない官僚たちによって
政府の実質的な権力は牛耳られていると主張
する、いわゆる「ディープ・ステイト」論に

依拠し、政府による情報隠蔽の悪事に立ち向
かうというMAGA派の従来のありかたを、
第二次トランプ政権発足後も愚直に貫いてい
ると言える。ただ、それによって、陰謀論的
思考に立脚した攻撃がこれまで陰謀論を利用
してきたトランプの政権に向けられるとい
う、なかば皮肉な事態がエプスタイン事件を
めぐって生じているのである。
　要するに、これまでトランプが容認し、場
合によっては育みさえしてきた、極右主義や
陰謀論を色濃く含みこんだトランプ的スタイ
ルが、グリーンのような人物を介して今や独
り歩きを始め、第二次トランプ政権とのあい
だに衝突をもたらしているのである。

■ 2 ．トランプ支持者のあいだ
で勃発する衝突

　トランプ陣営内部での衝突は、エプスタイ
ン事件にとどまらない。第二次トランプ政権
のさまざまな政策のなかでも、コアな支持者
のなかでとくに見解の相違が生じているの
が、アメリカの対外政策であり、とくにはイ
スラエルを中心とした中東情勢と、イスラエ
ルにたいするアメリカの関与をめぐってであ
る。
　2023年10月のハマスによるイスラエルへの
奇襲攻撃をきっかけとして始まったイスラエ
ルによるガザへの軍事侵攻を契機として、ア
メリカ各地の大学では、キャンパス内でイス
ラエルにたいする抗議活動が相次いだ。アメ
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リカではバイデン政権の時期から、リベラル
左派の人びとを中心に、イスラエルの軍事行
動はもちろんのことイスラエルにたいするア
メリカの関わり方に激しい非難が起きてき
た。他方で、右派が親イスラエルで一枚岩的
にまとまっているかと言えば、必ずしもそう
ではなく、共和党内でも意見対立が生じてき
た。
　イスラエルによるガザ侵攻をめぐる共和党
内の意見対立として、フロリダ州選出の連邦
下院議員のランディ・ファインと、本稿です
でに言及してきたマージョリー・テイラー・
グリーンの論争が 7 月末には耳目を引いた。
このネットをつうじた争いの特徴は、両者と
も同じ共和党の政治家であるだけでなく、ど
ちらも親トランプであることを自負してきた
点にある。
　ファインはアリゾナ生まれのユダヤ系であ
り、カジノ産業にかかわったのちに、フロリ
ダ州の州下院議員を経て州上院議員を務めた
あと、連邦下院議員に今年の 4 月から就いた
人物である。ファインはもともと同州知事の
ロン・デサンティスに近い立場をとっていた
が、トランプに鞍替えをして「アメリカ・フ
ァースト」を掲げてきた。就任時期が変則的
であるのは、フロリダ州選出の連邦下院議員
だったマイク・ウォルツが国家安全保障問題
担当大統領補佐官に指名され（のちに国連大
使に指名）、連邦下院議員を辞職したことで
おこなわれた選挙でファインは民主党の対立
候補を破り、勝利を収めたからである。

　みずから「ヘブライ・ハンマー（Hebrew 
Hammer）」を名乗り、荒っぽさを売りにし
ているファインは、フロリダ州の共和党で唯
一のユダヤ系の連邦議会議員である（注 6 ）。
そのファインは 7 月、ガザ地区の人びとが飢
餓状態に直面していることが報道されると、
ハマスによる人質解放がなされない以上、ガ
ザの人びとを徹底的に飢えさせろという主張
をSNS上でおこなった（注 7 ）。
　これに強く反発したのが、グリーンだっ
た。グリーンはアメリカ・イスラエル公共問
題委員会（AIPAC）でさえ、件のファイン
の投稿を踏まえてかれを推薦候補者リストか
ら外したことを報じた記事──AIPACはこ
の報道を事実無根であると否定している──
を引用して批判したうえで、ガザで起きてい
ることは「ジェノサイド」であり「人道的な
危機」であるとネットに書き込んだ（注 8 ）。
このようなグリーンのSNS上での発言は、ま
るで彼女がリベラルであるかのように見える
ものだった。だが、先に触れたエプスタイン
事件にかんする発言や行動と同様に、グリー
ンが堅持しているのは、アメリカが世界の警
察官であることをやめるべきだと主張してき
たトランプの立場である。アメリカによる対
外的な介入はもうたくさんだというMAGA
派の心情を、グリーンは堅持していると言え
る。
　なお、今年の夏、グリーンがSNS上でアメ
リカの対外的なかかわり方をめぐって衝突し
たのはファインだけではなかった。グリーン
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はまた、トランプの個人的な取り巻きとして
政権に少なくない影響力を及ぼしているロー
ラ・ルーマーとも同時期、SNS上でぶつかり
あった。ルーマーはジャーナリストを自称し
ているものの、実際には陰謀論的思考に依拠
する極右の活動家である。ルーマーは、トラ
ンプへの忠誠が疑われるとみずからが考える
政権スタッフを辞めさせるようにトランプに
忠告するなどして存在感を増してきた人物で
もある。ルーマーもまた、ファインと同様に
ユダヤ系の出自である。
　グリーンとルーマーは過去にも衝突したこ
とがある。大統領選の最中である2024年 9
月、ルーマーは、母親がインド系である民主
党の大統領候補のカマラ・ハリスが大統領に
当選したなら、ホワイトハウスはカレーの臭
いで充満し、ホワイトハウスの声明はコール
センターを介して配信されるだろうとXに投
稿して物議を醸した（注 9 ）。このときにグリ
ーンはCNNの取材に答え、ルーマーの投稿
は「MAGA派全体を代表するものではない」
と批判していた（注10）。
　2025年 8 月、アメリカ陸軍の公式SNSが、
フランス生まれのアメリカ陸軍退役軍人であ
るフローレント・グロバーグの功績を称える
投稿をした（注11）。2012年 8 月 8 日、グロバ
ーグはアフガニスタンでのパトロール任務中
に、自爆テロを実行しようとした不審な人物
に気がつき、その者に体当たりをして部隊の
人的被害を最小限に食いとめたことで、のち
に当時のオバマ大統領から名誉勲章を授与さ

れた。そのグロバーグは長年にわたって共和
党支持者でありながら、2016年の大統領選の
際にはトランプではなく、ヒラリー・クリン
トンを支持したことで知られている。
　ルーマーは、トランプにたいするグロバー
グの過去の態度をあげつらい、アメリカ陸軍
ないしはドリスコル陸軍長官が、ヒラリーを
支持した「移民」──グロバーグのこと──
をSNS上に登場させることで、「反トランプ
の左派たち」を応援しているとXで非難した

（注12）。これにたいしてグリーンは、ルーマ
ーは共和党の分断を狙っていると糾弾し、ル
ーマーの出自を念頭に、彼女はMAGA派で
はなくMIGA派──メイク・アメリカ・グレ
イト・アゲインではなく、メイク・イスラエ
ル・グレイト・アゲイン──であると攻撃し
た（注13）。
　トランプは第一次政権以来、親イスラエル
の態度をとってきた一方で、第二次政権では
ハマス幹部を標的としてカタールの首都ドー
ハを空爆（ 9 月 9 日）したネタニヤフ政権に
不快感を隠していない。グリーンとルーマー
との対立は、同じトランプ陣営内の個人間の
諍いとして受けとめることもできる。しか
し、これら個人間の衝突をつうじて浮かび上
がっているのは、これまでトランプに体現さ
れてきたさまざまな主張は整合的に体系化さ
れているわけではないがゆえに、グリーンや
ルーマーのような個々のトランプ支持者を媒
介としてふとした瞬間に、相互の主張のあい
だの潜在的な相容れなさが露呈しているとい
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うことである。

■ 3 ．ビジネスにも影を落とす
政治的分断

　以上のように、マージョリー・テイラー・
グリーンを中心として、トランプとトランプ
支持者のあいだで、あるいはトランプ支持者
同士のなかで起きている衝突に焦点を当てて
きた。とはいえ、冒頭にて記したように、ア
メリカにおける政治的な分断には終わりがみ
えないこともまた確かである。仮にトランプ
支持者のなかで対立がさらに激化したとして
も、MAGA派のなかでリベラルに転じる者
はきわめてごく例外的だろうし、政策や争点
の観点でリベラルとMAGA派の協力可能な
範囲が縮小から拡大に転じていくかは、まだ
まったくわからないのが実際である。現状で
は、政治的分断の及ぶ範囲や領域はむしろ拡
大している感がある。たとえばそれは、ビジ
ネスの分野においても着実に、いわゆる分極
化は影を落としている。
　アップルやエヌビディアなどに資金を提供
してきたベンチャー・キャピタルであるセコ
イア・キャピタルのパートナーであるショー
ン・マグワイアが2025年の 7 月、投資とは関
係のない文脈で注目を集めた。 6 月下旬、今
年の秋に予定されているニューヨーク市長選
挙の民主党予備選挙において、ニューヨーク
州下院議員のゾーラン・マムダニが、アンド
リュー・クオモ前ニューヨーク州知事のよう

な有力者をおさえ、民主党の市長候補者とし
て選ばれた。マムダニはアフリカのウガンダ
で生まれたインド系であり、2018年にアメリ
カに帰化している（ウガンダの国籍も保持し
ている）。かれはまたイスラム教徒であり、
バーニー・サンダースを継承して民主社会主
義を掲げる、新しい世代の政治家である。
　このマムダニを、マグワイアはSNS上で非
難した。マグワイアは、2011年にイエメンで
アメリカによって暗殺された、アメリカ生ま
れのイスラム聖職者であるアンワル・アウラ
キのことをマムダニは密かに擁護していると
書き、かれはあらゆることについてウソをつ
く文化の出自であると断じた（注14）。これに
たいして、マグワイアにはイスラム嫌悪に陥
っているという批判が相次ぎ、千人以上が賛
同する公開書簡がセコイア・キャピタルにむ
けて公表される事態となった（注15）。中東に
おける後払い決済サービスの大手であるタビ
ー（Tabby）のCEOであるホサム・アラブ
や、ドバイを拠点とした配車アプリであるカ
リーム（Careem）のCEOのムダシル・シェ
イカといった人物たちが、署名者の筆頭に名
前を連ねた。『ニューヨークタイムズ』紙の
報道によれば、マグワイアを擁護する側の対
抗書簡（カウンターレター）にも千人以上が
名前を連ね、そのなかには親イスラエルの立
場に立つヘッジファンド投資家のビル・アッ
クマンも含まれているという（注16）。
　マグワイアのSNSでの発言に端を発する以
上の衝突は、あくまで一例にすぎないかもし
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れない。そうではあるものの、政治的分断は
着実に、狭義の政治的な場を越えて、ビジネ
スの場面を含む幅広い領域を覆うようになっ
ている。しかも、たとえば親イスラエルかそ
れとも親イスラムかを軸として、アメリカに
端を発しつつアメリカを越えて、今や対立は
生じるようにもなっている。その意味で、ア
メリカの政治的分断は縮小ではなく拡大しつ
つ、さらに言えば、ますます世界を巻き込む
ようになっているというのが現下の状況であ
る。

（注 1 ）ギャラップによれば、第一次トランプ政権の平

均支持率は41.1％、バイデン政権は42.2%であり、戦

後の大統領としてワーストを争っている。https://

news.gallup.com/poll/116677/presidential-approval-

ratings-gallup-historical-statistics-trends.aspx
（注 2 ）ギャラップによる2025年 8 月の支持率に基づく。

https://news.gallup.com/poll/694370/trump-ratings-

mood-stay-tepid-august.aspx
（注 3 ）とくにヴァンスを嫌ったのは、第一次トランプ

政権で上級顧問を務め、現在はフォックスニュースに

コメンテーターとして出演しているケリーアン・コン

ウェイだったことが知られている。拙稿「「右派進歩

主義」の台頭──大統領選と保守思想の再編」『世界』

2024年11月号（岩波書店）。
（注 4 ）エプスタイン事件をめぐる2019年以降のトラン

プの発言の変遷は、ABCニュースがまとめている。

https://abcnews.go.com/Politics/trump-jeffrey-

epstein-years-including-2024-campaign-trail/story?id= 

123778541
（注 5 ）上下両院議員の議場での発言をめぐる免責特権

については、以下に詳しい。新井誠「アメリカにおけ

る議員免責特権について──合衆国憲法の発言・討議

条項をめぐる歴史と解釈」『千葉大学法学論集』第23巻

第 1 号（2008年）https://opac.ll.chiba-u.jp/da/curator 

/900095455/KJ00005613182.pdf
（注 6 ）ヘブライ・ハンマーは2003年にアメリカで公開

されたコメディアクション映画のタイトルである。
（注 7 ） 7 月22日付のXの投稿。https://x.com/RepFine/

status/1947635219869139083
（注 8 ） 7 月29日付のXの投稿。https://x.com/RepMTG 

/status/1950000279593607551
（注 9 ）拙稿「「右派進歩主義」の台頭──大統領選と保

守思想の再編」『世界』2024年11月号（岩波書店）。
（注10）CNNのマヌ・ラジュとグリーンとのやりとりの

詳細は、下記の記事を参照のこと。https://edition.

cnn.com/2024/09/12/politics/marjorie-taylor-greene-

laura-loomer-rhetoric-maga それにたいしてルーマー

は、グリーンはみじめなうそつきでトランプの敗北を

望んでおり、MAGA派によって非難されるべきであ

る とSNSで 応 酬 し た。https://x.com/LauraLoomer/

status/1834202957157413137
（注11） 8 月 9 日付のXの投稿。https://x.com/USArmy 

/status/1953863781227880544
（注12） 8 月 9 日 付 のXの 投 稿。https://x.com/Laura 

Loomer/status/1953983442603192747
（注13） 8 月11日付のXの投稿。https://x.com/RepMTG 

/status/1954900922779173040 ルーマーは現在、グリ

ーンをX上でブロックしている。
（注14） 7 月 4 日 お よ び 5 日 付 のXの 投 稿。https://x.

com/shaunmmaguire/status/1941135110922969168
（注15）この 7 月 9 日付の公開書簡は下記のサイトに掲

載されている。https://shaunmaguire.fyi/
（注16）“Tech’s Top Venture Firm Tried to Stay Above 

Politics. Then a Partner Created a Furor.” https://

www.nytimes.com/2025/07/19/technology/sequoia-

capital-shaun-maguire-mamdani.html
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